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I　研究の目的

　生活科学習は、子どもが自分とのかかわりの中

で、身近な人々、社会及び自然に直接働きかけ、

また働き返されるという双方向性のある活動をめ

ぐって展開する教科である1）。自分と対象とのかか

わりに関心をもち、意欲的に活動することによっ

て、ただ対象に働きかけるのではなく、対象から

働き返されることに気付き、対象が自分にとって

価値のあるものと実感することが確かな学びにつ

ながると考えられる。

　学習における「意欲」の研究は、多くの研究者

によって進められてきた。鹿毛雅治(1998)は、「意

欲」を以下のように三つの要素から捉えている。2）

①意欲は心的な「エネルギー」である。学習が

　　起こったり、持続したりするかどうかは、こ

　　のエネルギーの大小によって影響を受ける。

②意欲には、何を目指して取り組むのかという

　　　「方向性」がある。試験勉強に心理的エネル

　　ギーを同じだけ費やすにしても、テストで落

　　第点を取らないように勉強する場合と、数学

　　者になることを目指している場合とでは、全

　　く異なった意欲になる。

③意欲は人の学習や成長に対して特定の「働

　　き」をする。一般的に表現するならば、意欲

　　は人の行動を生起させ、それを維持するとと

　　もに、その行動の質を発展させていく働きを

　　する。

　以上のように、意欲には「①エネルギー」「②方

向性」「③働き」といった三つの要素から構成され

ている。鹿毛(1998)の「①エネルギー」及び「③

働き」から、筆者は本研究における「意欲」を。

　「行動に表れる心的エネルギー」と定義する。ま

た、何を目指して取り組むのかという「②方向性」

については、多様な種類があると考えられる。さ

らに、その「意欲」の「②方向性」を生み出す要

因は多様に存在し、その要因の中でも互いに影響

を及ぼし合う構造もあると推測される。そこで、

生活科学習における確かな学びを保障するために

　「生活科における『自ら学ぶ意欲』」の要因と構造

について具体的に研究することに意義があると考

えた。

　本研究では、まず、心理学的な視点を基に、「意

欲」の概念化を明確にする。次に、生活科に焦点

を絞り、小学校低学年という子どもの発達段階を

踏まえて「意欲」の要因と構造をより具体的に表

す。最後に、生活科における意欲を高める栽培活

動の単元の開発及びその授業実践の分析を行うこ

とで、「生活科における『自ら学ぶ意欲』の構造」

を明確にすることを研究の目的とする。

n　学校教育における「自ら学ぶ意欲」の

　　　　　　　　　　　　　　　　要因と構造

　道田泰司（2010）は、「学習意欲とは、われわれを

学びへと駆り立てるエンジンであり、学びを方向

づける舵のようなものです。」3）と述べており、「意

欲」を学びの中核となるものとして捉えている。

また、安彦忠彦(1996)は、「意欲の有無は学習の効

果に大きな影響を与える。この意味では、『意欲の

喚起』に成功するか否かを考えること、そのため

の工夫をすることは、教師の欠かせない責務であ

る」4）と述べており、「意欲」を学習にとって重要

なものとして位置付け、子どもの「意欲」に対し

て働きかけることは、教師として欠かしてはなら

ないものであると主張している。これらのことか

ら、学校教育において、子どもの学習を充実させ

るために、教師は子どもの「意欲」を高める働き

かけをする必要があるといえる。

　鹿毛(1998)は、「学習意欲を高める正しい方法が



一般的に存在するわけではない・・・（中略）・・・

教育を固定的なシステムとしてのみとらえ、ある

教育方法を行えば意欲が高まるはずだという考え

方は短絡的すぎる。むしろ、日々の具体的で個別

的な経験が学習意欲の発達に影響を与えると考え

るべきである。。・・（中略）・・・学ぶ意欲を支え

る教育的文脈を子どもたちの具体的な姿に即して

デザインしていくことが教師に求められていると

いえるだろう。」5）と、意欲を高める教育方法の複

雑性を踏まえた上で、学ぶ意欲を支える構造（教育

文脈）をデザインすることの必要性について主張

している。

　また、鹿毛雅治(2007)は、「学びと自分の接点が

存在し、学びが自己に意味づくとき、人はこだわ

りをもって、切実さを感じて自ら進んで学ぼうと

する」6）と述べており、人は何らかの「こだわり」

をもつことで学ぶ意味や必要性が当人に生じて自

ら学ぼうとするようになるとしている。さらに、

鹿毛(2007)は、「自ら学ぶ意欲」を構成する要素を

こだわりの違いに応じて以下の４種類に大別して

いる。7）

a）内容こだわり型意欲

　　「学ぶ対象・内容」にこだわっている場合を指

し、知的好奇心によって学ぶ場合や、特定の技能

を高めたくて学ぶ場合がこれに当てはまる。わか

るようになっていく、あるいはできるようになっ

ていくという「効力感」を感じることで生まれる

意欲である。

b）関係こだわり型意欲

　　「人間関係」にこだわりがあって学ぶ場合を指

し、他者との関わりの中から意欲を感じる場合が

これに当てはまる。自らの個性が受け入れられ、

自分の成長が周囲によって支えられているという

　「受容感」を感じることで生まれる意欲である。

c）条件こだわり型意欲

　　「社会的・制度的条件」にこだわりをもって学

ぶ場合を指し、環境からの要求に応じて意欲が生

じる場合がこれに当てはまる。当人がその条件を

切実に受けとめ、その条件を積極的にクリアして

いかなければならないという「必要感」を感じる

ことで生まれる意欲である。

（U　自己こだわり型意欲

　自分の「自己像」にこだわりがあって学ぶ場合

を指し、肯定的な自己像を他者あるいは自己に示

すという目標をもって学ぶ場合がこれに当てはま

る。物事を達成したり、成果を上げることなどを

通して、「有能感」を感じることで生まれる意欲で

ある。

　鹿毛(2007)は、図１に示すように、「自ら学ぶ意

欲」は、４種類の意欲の統合体として考えるべき8）

としている。

図１　「自ら学ぶ意欲」の統合的構造（鹿毛, 2007)

Ⅲ　生活科における「自ら学ぶ意欲」の

　　　　　　　　　　　　　　要因と構造

　先に記した鹿毛(2007)の理論を基に、生活科の

特性や、低学年児童の発達段階に照らし合わせて、

　「生活科における『自ら学ぶ意欲』の構造」を構

築する。

１　発達段階から考える生活科における「意欲」

　宇都宮襄治(1986)は、「前期（四、五、六歳）の『自

我』は自分をとりまく『個人的人間関係』（課程を

中心とした家族や知人などとのふれあい）を通し

て形成されます。そして、後期（七、八、九歳）の

　社会的人間関係（隣人・教師・学友などとのふ

れあい）を通してこの『自我　は『他我　にまで進

展するわけです。』9）と述べている（下線は筆者にょ
ｰ
る、以下同様）。このことから、小学校低学年であ

る６～７歳の子どもは、「自我」を形成する時期と、

　「自我」を「他我」へと進展させる時期の境界に

いると考えられる。この「他我」を育むことが、

子どもがこの先の生活でよりよい人間関係をつく



る基礎になると考えられる。

　低学年児童は、「他我」の発達が途上である段階

であるため、「学ぶ対象。内容」と「自己像」との

間の境界線があいまいであると考えられる。また、

生活科は子どもと教材との間で双方向性のある働

きかけが成り立つことを重視している教科である

ため、子どもと教材は密接な関係にある。これら

のことから、生活科では、「効力感」と「有能感」

をほぼ同意義として捉えることができると考えら

れる。よって、本研究では、「効力感」と「有能感」

の二つを合わせて「成就感」と呼ぶことにする。

　また、生活科において、「身近な人々とかかわる

楽しさ」10）を感じさせることが小学校学習指導要

領解説生活編内容（８）の中に含まれていることか

ら、「受容感」についても、生活科においても自ら

学ぶ意欲を育むための直接的な要因の一つとして

捉えることができる。

　　「必要感」は一般的に外発的学習意欲と呼ばれ

るものある。最近の傾向としては、外発的学習意

欲というとマイナスのイメージをもたれることが

多いが、速水敏彦(1991)は、「外発的学習意欲は常

に内発的学習意欲に妨害的に働くのではなく、そ

れを促進する而もある」11）としている。子どもの

思いや願いを大切にする生活科においては特に、

外発的学習意欲である「必要感」は、内発的学習

意欲である「成就感」や「受容感」を促進させる

ことを意識して手立てを講じなければならない。

図２　生活科における「自ら学ぶ意欲」の構造

　これらのことから、生活科における「自ら学ぶ

意欲」の構造を、図２のように表現した。よって

生活科における「自ら学ぶ意欲」を育むための直

接的な要因は、「成就感」と「受容感」の二つに大

別できるといえる。「成就感」及び「受容感」の定

義については、鹿毛(2007)の理論を参考に、以下

のように定義した。 12）

　「成就感」・・・『自己像または学ぶ対象や内容』

　　　にこだわりをもって、物事を達成したという

　　　成果や、できるようになっていく経験など自

　　　身の成長の実感を通して得る感覚。

　「受容感」‥・『人間関係』にこだわりをもって。

　　　自らの個性が受け入れられ、自分の成長が周

　　　囲によって支えられているという実感を通

I　　して生まれる感覚。

２　他者とのかかわりの中で生まれる「受容感」

（１）生活科における他者との関わりの多様性

　平成20年小学校学習指導要領解説生活編の内

容及び内容の取扱いの改善では、「②伝え合い交流

する活動の充実」が挙げられており、「生活科にお

ける具体的な活動や体験の様子などを、身近な

人々と伝え合う活動を行うことで、かかわること

の楽しさが分かり、多くの人と進んで交流してい

こうとする子どもの゛を目指すようにした。」13）

と記されている。このことから、子どもが多くの

人と進んで交流することは、現在の生活科におい

て特に重要視されていると考えられる。

　また、牧口秀徳（2008）は、「親や教師以外の大人

や異年齢の子どもだちとの交流の場の減少が指摘

され、自分に自信がもてず、将来や人間関係に不

安を感じているといった子どもたちの現状を踏ま

えて、生活科においては、多様な人々と触れ合う

ことで、身近にいる様々な人々と共に生活してい

ることが分かり、生活者としての自分への自信を

もたせていくことが必要なのです。」14）と述べてお

り、生活科では、同年齢の子どもや、親、教師の

みを交流の対象とするのではなく、異年齢の子ど

もや、地域の人々なども交流の対象として考慮さ

れており、子どもに生活者としての自分への自信

をもたせるために、多様な人々とのかかわりが必

要であることがわかる。

　伊藤亜矢子(1998)は、「6歳から12歳の子ども

にとって、教師は情報的な社会的支援の提供者で

あるのに対して、友人は一緒に遊んだりするコン

－23－



パニオンとしての社会的支援の提供者だという調

査結果もある。」15）と述べていることから、このこ

とから子ども白身とかかわる他者の立場によって、

子どもに影響を与える役割が異なると考えられる。

（２）子ども間の関係に生じる「受容感」

　木下百合子(1988)は、「社会的規範と社会的価値

の習得は、児童に新しい重要な活動の動機の基礎

を形づくる。児童は自分の欲求を直接的に充足さ

せようとする傾向がまだ強いが、動機は、欲求だ

けからなりたっているのではない。動機は欲求と

は異なって、つねに社会的規範に方向づけられ、

欲求と規範の反省的な比較の成果である。その点

において動機は、意識的な価値化過程と決断過程

の成果である。児童は社会的規範と社会的価値の

習得に相応して、自らの欲求と比較し、欲求をコ

ントロールすることを学んでいく状態にある。低
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
学年児童はこのことを集団的学゛活動の中で学ん

でいく。」16）と述べている。欲求とは、すべてが他
一
者に受け入れられるものではないため、社会的規

範や社会的価値と比較しながら、他者に受け入れ

られる行動を選択する必要がある。他の子どもと

の集団的学習活動の中で習得した社会的規範や社

会的価値をもとに、他者に受け入れられる行動を

することで、自らの個性が他者に受け入れられる

　「受容感トを得ることができると考えられる。

　鹿毛雅治(1998)は、「文化の内容や価値を他者と
　　　　　　　　　　　　　　　　　一
共同的に学び合う中でこそ、子どもの主体的な学

習意欲が豊かになっていくのである。」17）と述べて

おり、このことから他者と共同的に学び合うこと

で、主体的な学習意欲が育まれると考えられる。

　また、西村究ら(1983)は、「友達と協調し、み

んなと仲良く学習することができる子ども」を「つ

なげる子」18）としている。共同的な学習をするに

あたっては、子どもを「つなげる子」に育成する

ことが望ましいと考えられる。　さらに、西村ら

(1983)は、「『つなげる子』に育つ大きな要素は、

相手の存在を認めることである」19）と述べており、

　「つなげる子」に育成することは、自らの個性が

受け入れられるという「受容感」を、子ども間で

育むことにつながるといえる。

　西村ら(1983)が述べた一年生における「つなげ

る子」に育成するための指導について、以下の３

点を挙げている。 2o）

　○一年生における「つなげる子」に育成する

　　ための指導

①安定した状態で学習に臨めるように配慮する

　　こと

②一緒に学習していることを意識化させること

③聞く態度を育てるために、発表の仕方を工夫

　　すること

④人のまちがいを笑わない学級にすること

　さらに、生信勇荘ら(1983)は、二年生における

　「つなげる子」に育成するための指導について、

以下の３点を挙げている。 21）

　○二年生における「つなげる子」に育成する

　　ための指導

①好ましい人間関係をつくる

②集団による協力学習をすすめる

③個人差。個性を考える

　これらのことから、西村ら(1983)と生信ら

(1983)が述べた｢つなげる子｣に育成するための

指導を行うことで、低学年児童における子ども間

の｢受容感｣を育むことができると考えられる。

(３)大人一子ども間の関係に生じる｢受容感｣

　低学年児童は、大人への同一化欲求が強い時期

であるため、大人一子ども間で｢受容感｣を大い

に育むことができると考えられる。堀田敏之

(1999)は、｢子どもの成長は学校、社会(地域)、家

庭といった環境に大きく影響される。｣22)と述べて

おり、子どもは、教師、保護者、地域の人々とい

った大人との関わりを通して成長していくと考え

られる。

1)教師一子ども間の人間関係

　松本哲也(1983)は、｢教師の愛情に基づく、たっ

たひとことのフィードバックによって、教師と子

どもとの間に信頼関係が生まれ、先生の期待に答

えてもっとじょうずにやろうとする意欲が生まれ

る。｣23)と述べており、教師の愛情のある評価(フ

ィードバック)は、子どもの意欲に肯定的な影響を

与えると考えられる。また、桜井茂男(1997)は。

　｢『他者評価』は、子どもたちが教師にコントロー

ルされるという意識をもちやすくなる。そうなる

と、内発的な学習意欲は抑制されてしまう。　しか



し、もし教師との関係が温かく信頼に満ちたもの

であるならば、このようなマイナスの効果は少な

いであろう。｣24)と述べている。このことから、他
一
者評価は、子どもの意欲を抑制してしまう危険性

があるが、教師一子ども間の温かい人間関係が形

成されている場合には、このようなマイナス効果

を軽減することができると考えられる。

　さらに、速水(1991)は、｢特に低学年では教師の

人間的な親しみやすさが子どもの側の教師に対す

る好意的態度を形成させている場合が多い。｣25)

と述べており、特に低学年を対しては、教師の親

しみやすい人間性が、教師一子ども間の良好な人

間関係の形成のために適しているといえる。

2)保護者一子ども間の人間関係

　小学校学習指導要領解説生活編では、内容(２)

について、｢自分の役割を積極的に果たし、それが

家族の役に立っていることを実感した児童は、自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
分に自信をもって生活することができるようにな

る。｣26)や、｢児童は家族がしてくれたことに気付
－
き、家族の願いを実感する。このことが、規則正

しく健康に気を付けて生活しようとする意欲や態
　　　　　　　　　　　　　　　　一
度の育成につながる。｣27)と述べられている。この

ことから家族と関わることが、今後への意欲へと

つながり、そのような活動を生活科において設定

することが可能であることがわかる。

　また、木下(1988)は、｢教師の価値標識が保護者

のそれと大きく異なっている場合に、児童は価値

葛藤を体験する。児童が保護者の価値標識に強く

習慣づけられそれを絶対的なものとしている時に

は、児童のなかに教師への批判的な接触が芽ばえ

はじめる。｣28)と述べている。このことから、保護

者への依存心の強い低学年の時期においては特に、

教師と保護者の価値標識が異なった際に、教師一

子ども間の人間関係に悪影響を及ぼす危険性が高

いと考えられる。よって、教師と保護者の価値標

識が異なり過ぎないよう、教師と保護者が協力し

て教育を行う姿勢が、子どもの｢受容感｣を育む

ために必要であると考えられる。

3)地域の人々一子ども間の人間関係

　小学校学習指導要領解説生活編では、内容(３)

について、｢生活したりしている人々の姿を見たり

話を聞いたりなどして・・・(中略)・・・夢や希

望をもち、児童が意欲をもって生活することを期

待している」29）と述べられている。このことから、

地域の人々とかかわることが、子どもの意欲を高

めることが期待できると考えられる。

　また、加納誠司（2010）は、地域の高齢者とかか

わる生活科の授業実践の分析において、「本実践は、

高齢者クラブがあるという学区の特性を生かし、

地域の人とのかかわりが効果的に働きました。特

にコマ名人の杉原さんとは深くかかわっていきま

す。『杉原さんみたいになりたい、『杉原さんに認

めてもらいたい　という願いは、単元を通し持続

されたのです。また、学習後、子どもだちと地域

の高齢者の方との関係は、以前より親密になった

ようで、町であっても挨拶を交わしてくれるよう

になったと、予想以上の効果が地域から報告され

ました。」30）と述べている。このことから、学区の

特性を生かし、地域の人々と密接な人間関係を築

くことが、子どもの「受容感」の高まりにつなが

ると考えられる。

（４）「成就感」へとつながる「受容感」の特性

　桜井［］｡997)は「まわりの人から受容されていれ

ばこそ、ピクピクせず安心して勉強できる。自分

を見守ってくれる人がいれば、たとえ勉強につま

ずいてももう一度やりなおしてみようという気持

ちになれるj 31）と述べている。このことから、他

者に受け入れられていると感じる「受容感」には、

物事を達成するために取り組もうとする「成就感」

を高める性質があることがあることも考えられる。

　ただし、「受容感」のすべてが「成就感」につな

がっているわけではなく、「受容感」そのものが、

　「自ら学ぶ意欲」へとつながる要素もあると考え

られる。鹿毛(1998)は、「人間関係」を源泉とする

学習の例として、「先生に喜んでもらいたいので、

跳び箱の練習に精を出す」32）、「友だちががんげっ

ているので俺もがんばろう」33）といった具体例を

挙げている。

　しかしながら、「受容感」は、「成就感」を支え

る役割が大きく、自ら学ぶ意欲を直接的に支える

役割は、主に「成就感」が担っていると考えられ

る。また、鹿毛(1998)は、「一人ひとりの学習意欲

は、環境や文化に刺激され、人間関係に支えられ
　　一一

ながら発達するという特性をもっている。」34）と述



べている。これらのことから、「環境・文化」とい

った外発的なものは、「成就感」及び「受容感」を

刺激する働きをもつことがわかる。さらに、「環

境。文化」は、人間関係の中で生じるものが多い

ため、「成就感」よりも「受容感」に大きく作用す

るものと考えられる。以上のことを基に、自ら学

ぶ意欲の構造を、図３のように再構成した。

　　　　　　　　環境　　　文化

図３　生活科における「自ら学ぶ意欲」の構造２

３　自身の成長の実感を通して得る「成就感」

　　「成就感」を育む要素として考えられる、「好奇

心」「自己像」「主体性」「自己効力感」「気付き・

表現」「評価」をキーワードとして考察していく。

（１）好奇心

　奈須正裕(1996)は、「内発的学習意欲は好奇心か

ら生まれる。好奇心は、自ら学ぼうとする意欲の

源泉である。」35）と述べている。このことから、好

奇心は内発的学習意欲の中核を担う「成就感」の

基礎となるものであると考えられる。

　また、速水(1991)は「大切なことは特別の事態

を設定し、知的好奇心を引き出すだけでなく、子

どもから知的好奇心がにじみ出るようにすること

であろう．・・．(中略)・・．疑問を生じさせるた

めには自分自身の知識の体系を学習しようとする

内容との照合がされねばならないが、その照合を

しやすくするためには学習内容の実生活での位置

づけや他の教科との関連性が示され、子どもの知

識のネットワークにそれを入れ込み、さまざまな

方向からそれに接近しやすくしてやる配慮が必要

であろう。」36）と述べている。このことから、子ど

もの好奇心はただ引き出せばよいのではなく、実

生活や他教科と結びつけるなどして、さまざまな

方向から、好奇心から出る疑問へと接近しやすく

してやる配慮が必要であると考えられる。

　（２）自己像

　自己像にこだわりをもつことは、「成就感」の定

義の中で述べられているとおり、「成就感」を育む

基盤の一つとして捉えることができる。

　また、低学年児童は、他者への同一化欲求が高

いため、「人間関係」にこだわりをもつことで生ま

れる「受容感」が、自己像に影響を与えやすいと

いう特性をもっている。よって、低学年に自己像

を形成させるためには、他者とかかわり合う活動

を設定することが適切であると考えられる。

（３）主体性

　奈須(1996)は、「内発的意欲のメカニズムは、当

然のこととして、学習にまつわる様々なことを自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
分で決めていけろ環境、すなわち自己決定的環境

を要求している。それが保障されてこそ、内発的

意欲は喚起され、個性的な追究が展開されるので

ある。いつ、どこで、何を、どんなやり方で学ぶ

のかに関する決定のすべて、あるいはそのいくら

かでも、学習者本人に委ねられなければならない。

そうであれば、内発的意欲は自然とわきあかって

くるし、そうでなければ、内発的意欲はほとんど
一
喚起されないだろう。｣37)と述べられている。この

ことから、子どもの主体的な｢自己決定｣を促す

ことで、子どもの内発的意欲を喚起することがで

き、そのためには、子どもが自己決定できるよう

な環境設定を行う必要があると考えられる。

(４)自己効力

　バンデューラは、期待を結果期待と効力期待と

に区別し、効力期待の重要性を強調した38)。鹿毛

(1998)は、このバンデューラの説について、以下

のように説明をしている。｢結果期待とは、ある行

動がある結果を生じさせるであろうという期待、

すなわち、随伴性認知のことをさす。一方、ある

状況において必要な行動を効果的に遂行できると

いう確信を効力期待(自己効力・セルフ・エフイカ

シー)と呼んだ。これは自分が特定の行動をするこ
ｰ
とができるかどうかという可能性に関する認知で

ある。・。・(中略)・・・結果期待はあっても、効

力期待がなければ、行動は生じないのである。｣39)。

よって、子どもに自己効力(効力期待)を与えるこ



とで、「行動に表れる心的エネルギー」である「意

欲」を育むことができると考えられる。

　また、道田泰司（2010）は、バンデューラの研究

を基に、自己効力を高めるための方法として、「参

加モデリングのように実際に体験し成功すること、

モデリングのように他人の成功を観察すること、

他人から激励されたり、説得されたりすることな

ど」40）が挙げられるとしている。このことから、

自分自身が成功する、他者の成功を観察する、他

者からの激励・説得といったものが、自己効力を

促進させると考えられる。

（５）「気付き」や「表現」

　野田敦敬(1998)は、「生活科の授業は、子供が自

ら関心・意欲をもって活動する中から多くの気付

きが生まれることが大切である。例えば、同じ事

象を見ても、関心・意欲の高い場合では、気付き

の質・量ともに違ってくるであろう。」41）と述べて

いる。さらに、野田(1998)は子供の自己評価カー

ド、観察記録カード、つぶやきの記録といった資

料を基に、子どもの「気付き」と「関心・意欲」

の密接な関連性について、生活科における栽培活

動の授業実践を通して実証している42）。

　また、「気付き」は「表現」と密接な関わりをも

っている。池俊介(1992)は、「観察したことを確か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ
な認識として定着させるための活動として、表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
活動がある。たとえ観察活動のなかで子どもが『気
-　　　　　　　-
づき』を得たとしても、それを放置してしまえば、

子どもの成長の芽をつみとってしまうことになり

かねない。その上うな事態を避けるためにも、観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
察と表現は一つのセットとして考えていくことが

重要であろう。」43）と述べている。このことから、

表現活動には、「気付き」を定着させる役割かおる

ことがわかる。

（６）評価

　鹿毛雅治(1996)は、小学校６年生128人を対象

とした、内発的動機づけに及ぼす評価の効果につ

いて実験を行い、その結果を基に、「他者との比較

においてではなく、個人内の基準に即してフィー

ドバックを与えることが大切である。」44）と述べて

いる。このことから、他者評価を行う場合には、

　「個人内評価」を行うことが、子どもの学習意欲

を向上させるために適切であるといえる。

　愛知教育大学附属岡崎小学校(1985)は、「その

子の動きを強め、拍車をかけていくような朱記や

対話をして、子どもたちの追及が、連続、発展し

ていくようにするのである。」45）と述べており、教
-

師の朱記や対話が子どもの意欲を高める他者評価

になると考えられる。

　速水(1991)は、「疑問をもつためには子どもたち

が自分の学習過程を十分に意識化することが重要

である。これを習得させることはなかなかむずか

しいが、・・。（中略）・。・また、子どもたちに考

えていることを言語化させる訓練も有効であろう。

それによって子どもは自己モニタリングする方法

を習得し、問題を追求する姿勢が高まる。」46）と述

べている。自己モニタリング、つまり、自分自身

を見つめさせる方法を習得させるために、考えて

いることを言語化させるという表現活動に取り組

ませることが、問題を追求するという意欲を育む

ことに繋がると考えられる。このことは、「（５）『気

付き』や『表現』」において前述したように、表現

活動を通して、自分自身への気付きを高めること

が、「成就感」を育むことにつながるという考えに

も通じる。このように、表現活動などを通して、

子ども自身が自然な形で「自己評価」を行うこと

も、子どもの「成就感」を育むために効果的な手

法であると考えられる。

（７）成就感の構造

　以上のような６つの要素がかかわり合うことで、

子どもの「成就感」が高まっていくと考えられる。

　これらの関連性を示すことで、図４のように生

活科における「自ら学ぶ意欲」を構造化した。

図４　生活科における「自ら学ぶ意欲」の構造３



第Ⅳ章　子どもの「自ら学ぶ意欲」を高める

　　　　　　栽培活動の単元開発と授業実践分析

　先行研究として行った実態調査の結果から、生

活科の植物の栽培活動については「関心」を持た

せやすいと感じている教師が多いが、「意欲」は持

続させにくいと感じている教師も多いことが分か

った47）。

　そこで、図４のように捉えた「生活科における

『自ら学ぶ意欲』の構造３」を基盤として、子ど

もの意欲を高める栽培活動の単元開発を行い、刈

谷市立F小学校第２学年１組Y教諭の協力を得て、

平成22年４月より、授業実践を行った。本実践

の分析を通して、「生活科における『自ら学ぶ意欲』

の構造」をより明確化する

１　実践の概要

　授業実践の概要は表１に示す。



２　「生活科における『自ら学ぶ意欲』の構造」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の検証

1）A児の様子より

　A児は思考力が高く、普段の授業でも積極的に

発言している。また、栽培活動へ対する意欲は初

めから高く、草むしりや世話に関する勉強などを

積極的に行っていた。

　しかし、収穫祭の計画をグループで話し合う時

間では、話し合いに全く参加しようとしなかった。

それを見た教師がなぜ参加しようとしないのか尋

ねると、教師にだけ聞こえる声で「自分が育てた

ナスを自分で全部食べたいから」と答えた。A児

が育てたナスがあまり大きく育だなかった背景を

把握していた教師が、「先生が育てているナスも分

けてあげるから、A君もみんなに少しでもいいか

ら分けてあげて」と促すと、A児は納得し、次の

時間からは積極的に話し合いに参加するようにな

った。

　収穫祭では、A児が母親に教えてもらったこと

を活かして、ナスの漬物を作ってみんなで食べた。

図５のワークシートからも自分で作った漬物がみ

んなに認められ、大きな「受容感」を得ている様

子を読み取ることができる。

図５　A児のワークシート

　周りに認められるという「受容感」を得ること

によって、より大きな「成就感」を抱くことにつ

ながる。そのため、教師はただ学習内容を達成さ

せるのではなく、周りとの繋がりを意識して「受

容感」を得させるような働きかけを行うことが重

要である。このことは、図３「生活科における『自

ら学ぶ意欲』の構造２」に示した、他者に認めら

れるという「受容感」が、物事を達成したという

　「成就感」を高めるという、図３の構造の性質と

符合する。

2）授業実践全体の様子より

　単元の序盤では、絵本の読み聞かせや苗に名前

をつける活動、ゲストティーチャーとのかかわり

などを通して、野菜や栽培活動に対する「①好奇

心」及び、具体的にどのような野菜が育てる自分

になりたいという「②自己像」が形成された。

　また、子どもが「①好奇心」や「②自己像」を

形成した上で、育てる野菜や収穫祭の計画を自己

決定させる、支柱や芽かきなどの世話を各自の判

断に任せて行わせる、自主的に調べ学習ができる

よう学級文庫に多くの野菜に関する本を置く、他

者をモデリングできる機会を与えるために、世話

についての話し合いの場面を設定したり、学年共

有のスペースに気付きを共有するための掲示板を

設けたりするなど、「③主体的」や「④自己効力」

を促進させる様々な教師の手立てが子どもに作用

し、「成就感」を高めながら活動していた。

　さらに、ゲストティーチャーに手紙を書く活動

や、収穫祭での「⑤表現」方法を考え、発表する

中で、自身の成長への「⑤気付き」を得るという

　「⑥自己評価」を行ったり、教師の朱書きや声掛

け、発表中の友だちのうなずきや表情などを媒介

として「⑥他者評価」を受けたりすることで、子

どもの「成就感」がより強固なものになっている

様子も見られた。

　そして、本実践の中には、ゲストティーチャー

とのかかわりや、他者モデリングの機会を設ける

といった手立てなど、子ども間の「受容感」及び

大人一子ども間の「受容感」の両者を育む手立て

が内在されており、これらが子どもの「成就感」

を支えている姿も見取ることができた。

　本授業実践の実際の様子から、図４「生活科に

おける『自ら学ぶ意欲』の構造３」に表した理論

の整合性を裏付けることができた。

Ⅳおわりに

　本研究では、文献研究を中心に、生活科におけ



る「自ら学ぶ意欲」を育むための直接的な要因は。

　「成就感」と「受容感」の二つに大別できるとし。

　「生活科における『自ら学ぶ意欲』の構造」を、

図４のように具体的に表現することができた。

　さらに、子どもの意欲を高める栽培活動の単元

開発及び授業実践分析を通して、図４のように表

した筆者の理論の整合性を、授業実践での姿から

検証することができた。

　また、この理論を理解していれば、必ず子ど

もの意欲を高められるというものではない。筆

者が示した理論は、子どもの思いに寄り添い、

それを受け入れたり生かしたりすることが前提

となっているため、教師個人の「子ども理解」

ができていなければ機能しないのである。しか

しながら、本研究での理論を常に念頭に置きな

がら教師としての実践経験を積むことで、教師

個人の「子ども理解」が深まり、より子どもの

意欲を高められるような教師になることができ

るであろう。




